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2
0
1
7
年
10
月
か
ら
新
築

工
事
の
た
め
休
館
し
て
い
た
「
長

野
県
信
濃
美
術
館
」
本
館
が
、
き

た
る
4
月
10
日
（
土
）、
長
野
県

立
美
術
館
と
名
称
も
新
た
に
開
館

を
迎
え
ま
す
。
前
を
通
る
た
び
に

仮
囲
い
の
合
間
か
ら
様
子
を
う
か

が
っ
て
い
た
と
い
う
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
次
第
に

地
上
に
姿
が
現
れ
、
そ
の
近
代
的

な
風
貌
に
期
待
は
高
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

一
部
3
階
建
て
で
屋
上
広
場
も

有
し
、
東
山
魁
夷
館
と
は
2
階
部
分

の
連
絡
ブ
リ
ッ
ジ
で
つ
な
が
り
ま

す
。
城
山
公
園
や
善
光
寺
東
庭
園
と

の
連
続
性
が
意
識
さ
れ
た
空
間
構
成

で
、
正
面
玄
関
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
屋

上
か
ら
は
善
光
寺
本
堂
を
望
み
ま

す
。
東
側
に
目
を
向
け
れ
ば
、
桜
並

木
と
屋
上
が
フ
ラ
ッ
ト
に
つ
な
が

り
、
健た

け
み
な
か
た
と
み
の
み
こ
と
ひ
こ
か
み
わ
け



御
名
方
富
命
彦
神
別

神
社
（
水
内
大
社
）
と
の
一
体
感
も

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

＊

　

建
物
が
突
出
す
る
こ
と
な
く
、

エ
リ
ア
全
体
が
ひ
と
つ
の
風
景
＝

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
し
て
整
備

さ
れ
る
そ
の
空
間
は
「
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
コ

ン
セ
プ
ト
で
す
。
展
示
や
収
集
も

「
人
と
自
然
」
を
基
本
テ
ー
マ
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
象
徴
と
も
い

え
る
の
が
、
世
界
で
活
躍
す
る
中

谷
芙
二
子
さ
ん
に
よ
る
《
霧
の
彫

刻
》。
中
庭
の
水
盤
周
辺
か
ら
放

た
れ
る
霧
は
幻
想
的
な
風
景
を
生

み
、
新
美
術
館
を
特
徴
づ
け
る
作

品
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊

　

メ
イ
ン
と
な
る
4
つ
の
展
示
室

で
は
、
4
月
の
「
未
来
に
つ
な
ぐ

〜
新
美
術
館
で
よ
み
が
え
る
世

界
の
至
宝 

東
京
藝
術
大
学
ス
ー

パ
ー
ク
ロ
ー
ン
文
化
財
展
」
か
ら

は
じ
ま
り
「
森
と
水
と
生
き
る

展
」「
東
山
魁
夷
唐
招
提
寺
展
」

「
松
澤
宥
生
誕
1
0
0
年
展
」
な

ど
精
力
的
な
企
画
展
に
加
え
、
建

築
や
制
服
な
ど
新
美
術
館
を
よ
り

よ
く
知
る
展
示
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
周

辺
に
は
〝
屋
根
の
あ
る
公
園
〟
と

題
し
て
無
料
で
楽
し
め
る
交
流
ス

ペ
ー
ス
、
し
な
の
（
県
民
）
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
が
配
さ
れ
る
ほ
か
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
屋
上
で
は
飲
食
も

楽
し
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

現
代
美
術
を
広
く
体
験
で
き

る
、
作
品
に
直
に
触
れ
て
ア
ー

ト
を
楽
し
む
「
ふ
れ
ラ
ボ
」
や
、

L
字
型
の
壁
面
に
映
し
出
さ
れ

る
「
動
く
壁
画
」
な
ど
も
特
徴

の
ひ
と
つ
で
す
。
本
紙
面
で
も

お
伝
え
し
て
き
た
、
敷
地
内
か

ら
掘
り
出
さ
れ
た
直
径
2
m
の

　

成
人
式

は
延
期
に

な
っ
て
し

ま
い
ま
し

た
が
、
無

事
成
人
の

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
20
年
間
育
て
て
く
れ
た
両
親

を
は
じ
め
、
多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
今
の
私
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私

の
周
り
に
い
て
く
れ
る
人
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
大
切
な
人

を
大
切
に
で
き
る
大
人
に
な
り
た

い
で
す
。

　

私
は
大
学
で
保
育
の
勉
強
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
は
実
習
が
延
期

に
な
っ
た
り
会
い
た
い
人
に
会
え

な
か
っ
た
り
、
我
慢
す
る
こ
と
や

思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
た
だ

そ
れ
以
上
に
、
当
た
り
前
が
当
た

り
前
で
あ
る
こ
と
の
幸
せ
や
人
の

温
か
み
、
優
し
い
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
気
付
い
た
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
良
い
こ
と

が
待
っ
て
い
る
未
来
を
楽
し
み

に
、
将
来
に
向
け
て
今
で
き
る
こ

と
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
館
迫
る
長
野
県
立
美
術
館

巨
石
を
使
っ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
L
o
v
e 

S
t
o
n
e 

P
r
o
j
e
c
t
」
も
お
披
露
目

さ
れ
ま
す
。
美
術
館
前
に
設
置
さ

れ
、
来
館
者
と
と
も
に
紙
や
す
り

で
さ
ら
に
磨
い
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

新
美
術
館
は
県
立
美
術
館
と
し

て
鑑
賞
や
学
び
を
提
供
し
、
研
究

活
動
な
ど
も
精
力
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
が
、
一
方
で
、
暮
ら
し
の

な
か
で
も
っ
と
自
由
に
ア
ー
ト
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が

強
く
現
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

が
練
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
別
途
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。散
歩
の
途
中
に
、

善
光
寺
参
り
の
あ
と
に
、
と
き
に

は
ラ
ン
チ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

楽
し
め
る
新
美
術
館
、
開
館
ま
で

あ
と
ひ
と
月
で
す
。（
山
口
美
緒
）

合
同
成
人
式
延
期

　

去
る
1
月
10
日
（
日
）
に
開
催
予

定
で
あ
っ
た
令
和
2
年
度
11
地
区
合

同
成
人
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
り
令
和

3
年
度
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。　

　

本
年
度
、
成
人
と
な
ら
れ
た
皆
様

は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
は
ご
心
配
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
未
来
に

希
望
を
も
っ
て
歩
も
う
と
す
る
第
一

地
区
新
成
人
の
抱
負
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

新
成
人
の
抱
負

�

向
井 

穂
の
か

�

〈
横
沢
町
〉

開館間近の長野県立美術館開館間近の長野県立美術館
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�

戸
隠
地
質
化
石
博
物
館
　
　

�
田
辺
　
智
隆

城
山
公
園
で
は
県
立
美
術
館
の

建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

工
事
中
に
謎
の
ト
ン
ネ
ル
が
見
つ

か
っ
た
、
と
の
知
ら
せ
が
昨
年
あ

り
ま
し
た
。
何
の
た
め
に
作
ら
れ

た
も
の
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
の
こ
と
で
す
。
前
回
の
館
報
で

紹
介
し
た
石
橋
と
も
か
か
わ
り
が

あ
り
そ
う
な
予
感
が
し
た
の
で
、

詳
し
く
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

ま
ず
、
現
場
で
す
。
城
山
小
学

校
の
校
庭
を
み
る
と
、
今
ま
で
は

気
づ
き
も
し
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
善
光
寺
か
ら
城
山
に
の
ぼ
る

坂
道
に
ト
ン
ネ
ル
が
残
っ
て
い
ま

し
た
。
現
在
で
は
石
で
固
め
封
鎖

し
て
あ
り
ま
す
が
、
石
造
ア
ー
チ

（
高
さ
・
幅
約
3
ｍ
）
が
残
り
、

ト
ン
ネ
ル
の
存
在
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
ア
ー
チ
の
部
分
に
は
、
長

野
市
周
辺
で
は
産
出
し
な
い
白
い

花
崗
岩
（
御
影
石
）
が
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
何
か
特
別
な
意
味
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

城
山
小
の
卒
業
生
に
聞
い
て
み

る
と
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
た

と
い
う
記
憶
は
あ
る
が
、
い
つ
で

き
た
の
か
は
考
え
た
こ
と
も
な

い
、
と
の
こ
と
。
市
で
ま
と
め
た

城
山
公
園
の
歴
史
の
中
に
も
、
こ

の
ト
ン
ネ
ル
の
こ
と
は
載
っ
て
い

ま
せ
ん
。
昭
和
48
年
発
行
の
「
城

山
小
学
校
百
年
史
」を
調
べ
る
と
、

昭
和
18
年
撮
影
の
写
真
の
中
に
ト

ン
ネ
ル
が
写
っ
て
お
り
、
戦
前
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
と
判
明
し
ま
し

た
。そ

れ
よ
り
古
い
、
明
治
41
年
城

山
で
開
催
さ
れ
た
１
府
10
県
聯
合

共
進
会
の
会
場
図
に
は
ト
ン
ネ
ル

の
存
在
は
見
て
と
れ
ま
せ
ん
。
大

正
4
年
、
戸
隠
か
ら
水
を
引
い
て

上
水
道
が
完
成
し
た
記
念
に
大
噴

水
が
作
ら
れ
、
周
囲
は
西
洋
式
公

園
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
大
正
時
代

に
発
行
さ
れ
た
長
野
市
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
地
図
に
は
大
噴
水
が

あ
り
、
現
在
の
小
学
校
の
校
庭
は

当
時
長
野
市
の
管
理
で「
運
動
場
」

と
呼
ば
れ
、「
武
徳
殿
」
も
あ
り

ま
し
た
。
城
山
館
へ
の
ぼ
る
坂
道

は
確
認
で
き
ま
す
が
、
ト
ン
ネ
ル

は
見
て
と
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、

野
球
場
（
大
正
15
年
）
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

長
野
放
送
局
（
昭
和
6
年
）
等
が

建
設
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
ト
ン
ネ

ル
は
昭
和
初
期
に
作
ら
れ
た
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

年
代
が
絞
ら
れ
て
き
た
の
で
、

長
野
市
誌
14
巻
資
料
編
を
あ
た
っ

て
み
る
と
「
昭
和
2
～
12
年
の
長

野
市
内
の
道
路
改
修
等
一
覧
」
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
市
道

「
御
幸
橋
横
山
線
」（
城
山
公
園
御

幸
橋
か
ら
横
山
間
）、
昭
和
7
年

7
月
か
ら
4
年
半
以
上
も
か
け
て

長
さ
3
6
7
ｍ
、
幅
6
ｍ
の
道

を
整
備
し
た
、
と
い
う
記
録
を
見

つ
け
ま
し
た
。
前
回
紹
介
し
た
石

橋
が
御
幸
橋
だ
と
考
え
ら
れ
、
こ

の
整
備
の
対
象
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
備
考
に
は
、
横
山

神
社
よ
り
東
側
は
地
主
承
認
が
得

ら
れ
ず
未
実
施
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
善
光
寺
か
ら
城
山
公
民
館
へ

の
ぼ
る
坂
道
は
、
勾
配
を
一
定
に

す
る
設
計
で
つ
く
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
他
の
道
路
よ
り
も
長
い

期
間
を
か
け
た
工
事
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
人
力
で
石
組
み
を
つ

く
っ
た
特
別
な
道
で
、
そ
の
際
に

ト
ン
ネ
ル
を
作
っ
た
可
能
性
が
高

い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
資
料
か

ら
謎
が
解
け
、
な
か
な
か
楽
し
い

体
験
で
し
た
。
次
回
は
な
ぜ
こ
の

坂
道
が
整
備
さ
れ
た
の
か
、
そ

の
特
別
な
意
味
を
探
っ
て
い
き
ま

す
。�

（
続
く
）

　

一
昨
年
の
10
月
、
台
風
19
号
に

よ
り
、
北
信
を
中
心
に
発
生
し
た

千
曲
川
の
氾
濫
と
そ
の
被
害
状
況

に
私
は
圧
倒
さ
れ
、
そ
の
記
憶
は

今
も
生
々
し
い
。
そ
こ
へ
中
国
で

初
の
感
染
例
が
報
告
さ
れ
た
未
知

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
昨
年

1
月
、
早
く
も
日
本
に
現
れ
た
。

　

以
来
感
染
拡
大
で
国
内
は
一
斉

休
校
や
営
業
・
催
事
の
制
限
な
ど

で
、
日
常
が
異
次
元
世
界
に
迷
い

込
ん
だ
景
色
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
感
染
症
は
瞬
く
間
に
緊
急
事

態
宣
言
や
全
土
に
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

を
強
い
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
し
て
、

世
界
中
を
勢
い
よ
く
駆
け
巡
る
。

　

現
在
も
日
々
積
み
上
が
る
感
染

者
や
犠
牲
者
の
数
は
、
命
や
人
生
、

そ
し
て
政
治
や
社
会
の
在
り
よ
う

を
否
応
な
く
考
え
さ
せ
て
し
ま
う

衝
撃
で
あ
る
。
し
か
も
「
成
人
式
」

の
開
催
さ
え
も
脅
か
す
危
機
を
前

に
、
効
果
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
が
見

え
な
け
れ
ば
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
も

ま
た
相
当
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ス
ぺ
イ
ン
風
邪
が
流
行
っ
た
百

年
前
の
時
代
と
違
い
、
科
学
が
ウ

イ
ル
ス
遺
伝
子
を
解
析
し
つ
い
に

ワ
ク
チ
ン
の
実
用
化
に
漕
ぎ
着
け

た
今
、
私
た
ち
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

か
ら
何
を
学
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。

謎
の
ト
ン
ネ
ル
①

特
別
寄
稿

特
別
寄
稿

城
山
公
園  

地
下
の
不
思
議  

そ
の
2

折
々
日
記

折
々
日
記

「
コ
ロ
ナ
禍
に
漂
う
日
常
」

「
コ
ロ
ナ
禍
に
漂
う
日
常
」

�

山
口
茂
文

昭和 43年の航空写真
城山小学校 100年史より

城
山
小
創
立
70
周
年
記
念
行
事

（
昭
和
18
年
）

城
山
小
学
校
1
0
0
年
史
よ
り

城山小校庭から見たトンネル跡
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城
山
公
民
館  

歴
史
シ
リ
ー
ズ

城
山
公
園そ

の
7

　

明
治
以
来
の
公
園
整
備
や
大
型

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
そ
し
て
文
化

施
設
の
充
実
な
ど
、
城
山
公
園
一

帯
は
時
代
の
経
過
と
と
も
に
ま
す

ま
す
多
く
の
市
民
が
集
う
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
6
年
3
月
に
は
N
H
K

長
野
放
送
局
が
開
局
し
、
新
し
い

時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
る
文
化
発

信
地
と
な
り
ま
し
た
。

▼

　

昭
和
30
年
代
に
入
る
と
、
日
本

は
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
を
続

け
、
や
が
て
高
度
経
済
成
長
期
が

訪
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
代
の
中

で
、
城
山
一
帯
が
再
び
脚
光
を
浴

び
る
機
会
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、昭
和
36
年
（
1
9
6
1
）

4
月
1
日
か
ら
5
月
21
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
長
野
産
業
文
化
博
覧
会

で
し
た
。
博
覧
会
の
趣
旨
は
、
貿

易
自
由
化
時
代
を
迎
え
た
わ
が
国

の
め
ざ
ま
し
い
発
展
と
国
際
的
地

位
の
向
上
の
基
盤
と
な
っ
た
産
業

文
化
の
現
況
を
集
め
、
一
般
に
公

開
し
て
産
業
の
発
展
と
文
化
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し

た
。

　

市
議
会
か
ら
博
覧
会
開
催
の
賛

同
を
得
た
当
時
の
倉
島
至
長
野
市

長
は
、
県
に
共
催
を
申
し

入
れ
、
長
野
商
工
会
議
所

も
含
め
て
3
者
で
主
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

博
覧
会
の
施
設
は
、
児

童
館
・
風
俗
館
・
仏
教
館
・

郷
土
館
・
国
鉄
館
・
交
通
館
・

南
極
館
・
宇
宙
館
・
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
館
・
郵
政
館
・

電
波
と
電
気
通
信
館
・
長

野
県
の
観
光
と
物
産
館
・

全
国
の
観
光
と
物
産
館
・

工
業
館
・
農
業
機
械
館
・
専
売
館
・

農
林
水
産
館
・
文
化
生
活
館
・
ア

メ
リ
カ
館
・
原
子
力
館
・
演
芸
館
・

遊
園
地
な
ど
、
3
会
場
に
分
け
て

作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和

24
年
4
月
に
開
催
さ
れ
た
平
和
博

覧
会
を
し
の
ぐ
規
模
と
な
り
ま
し

た
。

▼

　

4
月
1
日
の
開
会
当
日
は
、
善

光
寺
の
開
帳
と
皇
太
子
ご
夫
妻
の

博
覧
会
見
学
が
重
な
り
、
城
山
一

帯
は
約
10
万
人
の
人
出
で
ご
っ
た

が
え
し
ま
し
た
。
城
山
小
学
校
校

庭
で
は
、
善
光
寺
参
拝
と
博
覧
会

見
学
を
終
え
た
皇
太
子
ご
夫
妻
が

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
立
た
れ
る
と
、

集
ま
っ
た
人
々
か
ら
大
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

▼

　

5
月
21
日
、
51
日
間
の
会
期
の

終
わ
り
を
迎
え
、
博
覧
会
入
場
者

数
は
、
実
に
73
万
3
5
6
3
人

に
達
し
当
初
の
予
想
を
大
き
く
上

回
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
博

覧
会
の
開
催
は
、
そ
の
後
の
長
野

市
の
発
展
に
一
大
転
機
を
も
た
ら

す
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、
信
越
本
線
長
野
・
上
野
間
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
の
充
実
、
大
峰
山

を
中
心
と
し
た
長
野
市
の
観
光
開

発
の
方
向
性
、
善
光
寺
と
長
野
市

の
協
力
に
よ
る
信
仰
と
観
光
の
調

和
的
発
展
の
3
点
に
つ
い
て
大
き

な
進
展
を
う
な
が
す
力
と
な
っ
た

の
で
し
た
。�

（
小
池
）

長野産業文化博覧会

成人学校受講生を募集します。皆様のご応募をお待ちしています。
1 募集講座
　　令和 3 年度募集の 28 講座（4）面参照
2 講座学習の日程
	（1）3学期制の講座（各学期 12回、年 36回）
　　○ 1 学期　  4 月 12 日（月）〜　  7 月 16 日（金）
　　○ 2 学期　  7 月 26 日（月）〜　11 月 19 日（金）
　　○ 3 学期　11 月 26 日（金）〜　  3 月 11 日（金）
	（2）2学期制の講座（各学期 12回、年 24回）
　　○前　期　  4 月 12 日（月）〜　9 月  29 日（水）
　　○後　期　10 月  1 日（金）〜　3 月  16 日（水）
　　　※講座によって前期最終と後期開始が異なります。
　　　※楽しくハワイアンフラ（各学期 16 回年 32 回）
	（3）1学期制の講座（「のびのび骨盤調整ヨガ®」全 16回）
　　○期　間　  4 月 15 日（木）〜　12 月 2 日（木）
　　　※講座時間は 13 時30 分～15 時00 分の1 時間30 分

3 講座時間　　1 講座 2時間
	（1）午前の部　  9 時 30 分〜 11 時 30 分
	（2）午後の部　13 時 30 分〜 15 時 30 分
	（3）夜間の部　18 時 00 分〜 20 時 00 分
　　　◎太極拳（火）は、18 時 30 分〜 20 時 30 分
4 受講料　　　1 学期 8,000 円
5 教材費等　　講座によりテキスト代、教材費を実費負担
6 受講申込
	（1）期　日　  4 月 5 日（月）
	（2）場　所　  城山公民館　102 教室
	（3）受付時間
　　①一次募集　午前・午後の講座 10 時 00 分〜 12 時 00 分
　　　　　　　　夜間の講座　　　18 時 00 分〜 18 時 30 分
　　②二次募集　午前・午後の講座 14 時 00 分〜 18 時 00 分
　　　　　　　　夜間の講座　　　18 時 30 分〜 19 時 00 分
	（4）受講料納入　 1 学期または前期受講料（8,000 円）を
　　　　　　　　　納入ください。

令和 3 年度 城山公民館成人学校 受講生募集要項

裏面（4面）の「募集講座のご案内」をご覧ください

博覧会を見学される皇太子ご夫妻博覧会を見学される皇太子ご夫妻
（現上皇ご夫妻）　　公文書館蔵（現上皇ご夫妻）　　公文書館蔵

博覧会開催を知らせる「広報ながの」博覧会開催を知らせる「広報ながの」
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編
集
後
記

　

弥
生
3
月
、
年
度
切
り
替
え
の

季
節
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
流
行
に
始
ま
っ
た
一
年
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
再
度

に
わ
た
る
「
緊
急
事
態
宣
言
の
発

令
」
や
、
3
密
を
避
け
る
た
め
の

新
し
い
生
活
様
式
へ
の
変
更
・
テ

レ
ワ
ー
ク
の
推
進
徹
底
等
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
が
取
り
組
ま
れ
る
と
と

も
に
待
望
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
館
報
城
山
歴
史
シ
リ
ー

ズ
「
城
山
公
園
」
も
掲
載
7
回
目

を
迎
え
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
楽

し
み
な
頁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
後
も
楽
し

ん
で
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
情

報
発
信
の
で
き
る
公
民
館
報
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。�

（
柄
澤
）

あちこちスナップ新刊図書のご案内
カエルの小指	 道尾　秀介
二重拘束のアリア	 川瀬　七緒
ハリネズミは月を見上げる	 あさの　あつこ
心淋し川	 西條　奈加
作家の贅沢すぎる時間	 伊集院　静
もっこすの城	 伊東　潤
はじめてでも失敗しない絶対おいしい!おうちパン教室	 吉永　麻衣子
せとうちたいこさんふじさんのぼりタイ	 長野　ヒデ子
大塚あや子のステッチワーク	 大塚　あや子
おとうとのたからもの	 小手鞠　るい
散歩で見つけた草花刺しゅう	 ささき　みえこ
ポリ袋でつくるたかこさんのあたらしい焼き菓子	 稲田　多佳子
見果てぬ花	 浅田　次郎
ぼうしくんのクリスマスプレゼント	 新井　洋行
会えるかも!?妖怪ずかん	 よしなが　こうたく

講　　座　　名 曜
日
時
間
定
員 講　師 　内　　　　　容

1 英 語 の 基 礎 月 前 15 德武久美子 もっと目を、外へ、世界へ、向けてみませんか？そして、日常とは違う時間を楽しみましょう。
2 楽しくソーイング 月 前 25 西脇　育子 ハンドメイドの楽しさを味わいましょう。袋物や洋服作りをします。リフォーム、初心者大歓迎です。
3 洋 画 月 前 25 小池　一秀 水彩画や油絵を描きたい人が、風景や静物を楽しく描けるように、見方やとらえ方を指導します。
4 北 信 濃 歴 史 探 訪 月 前 38 宮 下 健 司 長野県北部地域の歴史を学ぶとともに、個人研究も行います。
5 郷土史「善光寺」 月 後 20 小林　順

じゅん　げん

彦 『寛文 8年版善光寺縁起』を講読し、善光寺への理解を深め、併せて仏教一般の知識も習得します。
6 太 極 拳 月 後 30 中沢　邦子 太極拳は、誰でもできる武術・健康法です。コロナ禍の時代、心身をリラックスさせ、健康増進につなげましょう。
7 謡 曲 初 級 月 後 20 木村　　保 初心者向きの曲目の基礎と、地区会議・冠婚葬祭などに役立つ小謡を稽古してみませんか。
8 A B Cからの英語 火 前 15 德武久美子 英語へのご招待。思い切って、最初から学び直してみませんか？楽しい時をご一緒にどうぞ。
9 書道「写経入門」 火 前 24 一色　白泉 『般若心経』は佛のこころ。写経を通じて美しい細字の世界をのぞいてみませんか。
10 水 彩 画「 写 生 」 火 前 20 小池　一秀 風景や静物の写生が、楽しく水彩で描けるよう指導をします。
11 たのしいハーモニカ教室 火 後 15 藤澤　寛作 美しい音色のハーモニカで童謡・唱歌・歌謡曲など演奏してみませんか。奏法も基礎から学びます。
12 茶 道 火 夜 20 西村　恵里 一服の美味しいお茶は心と身体のコリをとり、ほぐれた心は人との和を広げてくれます。
13 書 道 火 夜 20 一色　白泉 行書は最も巾広く使われている書体です。今年もその千変萬化の美しい姿を探ります。
14 太 極 拳 火 夜注

1 20 吉田ますみ 太極拳でカラダを元気に。1年後の自分に期待を込めて、始めてみませんか。
15 茶 道 水 前 25 十

そ し ろ だ

代田綾子 茶道の作法を学びながら、和の心を楽しみます。おいしいお茶を美しい手前で、有り合わせの器に。
16 眞子の実用英会話初級 水 前 20 古

ふる

波
は

田
た

眞子 英語に自信がなくても大丈夫。簡単な会話を口に出し、少しずつ自分のものにしていきましょう。
17 楽しいスケッチと日本画 水 前 15 徳永　　昇 ヘタでいい。風景や花をスケッチしてみませんか。世界で一つだけの自分の宝物を作りましょう。
18 悠遊 BONSAI「盆栽」 水 前 15 山本千

ち 　 や 　 こ

城子 樹の生命力を生かし、四季をたのしむ盆栽です。初めての方も大丈夫！一緒に命を育てましょう。
19 木 版 画 木 前 25 若林　文夫 無我の境地にひたれる木版画。描く、彫る、刷ることの楽しさ、喜び、表現する醍醐味に満ちています。
20 かんたん着物リフォーム 木 前 25 森尻　恵美 箪笥に眠る着物を日常に着る服や肌着にリフォームします。直線縫いで簡単にどなたでも楽しめます。
21 水 彩 画 初 級 木 前 25 小 山 　 清 初心者向けの楽しさと面白さで描けるような水彩画を指導します。
22 のびのび骨盤調整ヨガ® 木 後注

2 20 高木　裕子 難しいポーズに挑戦するヨガではなく骨盤を中心に体のバランスを整えます。
23 洋 画「 人 物 画 」 木 夜 20 小池　一秀 初めての人、少し描ける人を対象に、主としてモデルを使って指導します。
24 パッチワーク･キルト 金 前 20 上石　利子 製図・配色の基礎を学び自分だけのパッチワークを仲間と楽しみましょう。初心者歓迎。
25 書 道 初 級 金 前 24 瀧沢　曲峰 書の基本を古典から習います。楷書や調和体を和気あいあいと一緒に楽しく学びましょう。
26 楽しくハワイアンフラ 金 前注

3 14 山上由美子 基礎ステップやハンドモーションをレッスンしながら、素敵な踊りを習得しましょう。
27 囲 碁 入 門 金 後 15 黒岩　　巌 碁は、子供の頃、焼け釘を地面に突き立てて興じた「陣取り」に似た遊び。もう一度心にロマンの灯を！
28 やさしい英語で楽しい英会話 金 後 20 ハービー牧子 週に一度、英語でおしゃべりしませんか。日常会話、歌など、一緒に楽しみましょう。
■色の講座は２学期制　■色の講座は１学期制　　注1・2・3の講座は時間帯が異なります。（注1：18:30～20:30　注2：13:30～15:00　注3：10：00～11：30）

令和３年度  城山公民館成人学校  募集講座のご案内

さ
わ
る
な
の
石
（
長
門
町
）

さ
わ
る
な
の
石
（
長
門
町
）

令和2年度　館報編集委員令和 2年度　館報編集委員

　

長
野
市
立
図
書
館
の
敷

地
南
に
あ
り
、
善
光
寺
領

と
松
代
藩
領
と
の
境
を
示

す
石
碑
で
、
こ
れ
を
移
動

し
た
場
合
は
「
た
た
る
」

と
言
わ
れ
る
。

　

～
第
一
地
区
住
民
自
治

協
議
会
『
長
野
市
第
一
地

区　

歴
史
・
文
化
・
自
然
』

地
図
よ
り
～


